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1
)

過
激
派
政
府
の
述
命(

ニ)

虛
無
思
想
の
萠
弗
時
代(

三)

虛 

無
主
義
の
形
成
晬
代_

_

_
パ■ク
ニ
ソ
と
チ
エ

^

ニ
ッ
，ゾ
エ
グ
ス
キ
ー 

.

0)

虛
無
主
栽
ミ
贺
際
政
治(

五)

露
！
^
命
と
滞
國
大
喀
命

露
西
>
3の
レ
ー
二
ン
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
等
過
激
派
政
府 

が
娘
た
し
て
咿
歐
間
盟
國
と
眾
獨
講
和
を
遂
げ
て
、
露 

國
を
し
て
戰
局
ょ
り
無
事
脱
退
せ
し
め
得
.ベ.き
か
、
ヶ 

レ
ン
ス
キ
ー
一
派
の
個
政
府
.侧

若

く

は

ミ

f

ッ 

フ
、
'
ロ
ッ
ジ
ヤ
ン
コ
等
..の
立
憲
民
主
黨
の
復
活
し
來
つ 

て
聯
合
諸
國
と
協
同
作
戰
.を
满
起
す
る
に
至
る
可
き
か 

，

(

露
國
戰
線
の
目
下
の
狀
態
.で
は
此
事
殆
ど
絕
望
に
見 

ゆ
る
け
れ
ど)

、
抑 

> 
又
ロ
マ
ノ
ッ
フ
朝
の
復
興
し
て
务 

州
夫
れ
-
—

獨
立
を
宣
し
て
支
離
滅
裂
の
狀
態
に
在
る
.

第
二
雛
'1

H

六

•

大
露
1

1

.3
&

が
復
び
帝
制
の
下
に
支
配
：：せ
ら
る
ゝ
に
ま
る 

可
き
か
、
革
命
の
潮
流
の
急
激
に
し
て
變
縛
の
旦
夕
を 

测
ち
•
れ
ざ
る
露
國
現
下
' 0

形
#
を
以
て
し
て
は
何
人
と 

雖
其
の
將
來
に
對
し
て
的
確
：な
る
則
斷
を
.下
し
得
攻
い 

で
あ
ら
.ぅ
。
露
國
が
今
後
如
何
な
る
政
府
の
下
に
統
治 

|

せ
ら
る
可
き
や
は
こ
れ
を
將
來
R

兆
す
る
の
外
は
な
い 

\

け
れ
ざ
、
唯
把一

事
の
確
固
た
る
豫
見
を
爲
し
得
ら
る 

|

、
も
の
が
あ
る
。
其
れ
は
何
.で

あ

る

，
か

と

云

へ

ば

、

露 

國
今
後
の
政
體
が
縱
#

何

種

.に

爲

す

る

に

せ

ょ

ヽ

其

の 

玫
治
炉
民
主
々
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
芬 

.

蘭
も
ク
ク
ラ
ィ
ナ
も
旣
に
»

立
を
8 :

言
し
た
が
、
衆
南 

地
方
や
亜
細
亜
露
两
亜
も
獨
立
を
遂
げ
て
ぬ
*
の
大
露 

西
座
が
解
體
し
て
、
各
民
族
夫
れ
く
欲
す
る
所
の
政 

一
府
を
組
織
す
る
に
し
て
も
其
：の
政
體
は
從
來
の
如
§
墀 

制
政
治
若
く
は
半
專
制
政
治
ヤ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ 

る
。
縱
し
.
'
:

1
マ
ノ
ッ
フ
王
朝
，が
愎
興
す
る
ヾ
し
し
て
も
是 

迄
通
り
の
獨
裁
的
官
僚
政
治
を
維
持
す
る
，V
と
は
斷
：じ 

て
出
來
な
い
。

.
露
®'

人
ば
久
し
く
'ロ
；K/

.
:

グ
フ
«
の

裳

の

下

に

支 

配
せ
ふ
れ
來
づ
た
け
れ
，ど
’

®

の
多
く
は
元
來
不
驟
獨
：
 

立
な
%

遊
攸
人
«

の
子
孫
で
»

つ
てr 

.最
も
自
^

’を
#

 

す
る
國
K

で
あ
る
。
昨
年
三
旧
革
命
が
突
如
せ
し
：̂
勃
し 

發
し
、
さ
し
も
の
專
制
政
府
；も
«

木
の
如
.ぐ
倒
れ
た
の 

で
.、
.多
年
奪
政
.の
極
沿
炫
拽
し
む
だ
露
國
13
1

衆」

の
喜
«

 ̂

こ
れ
に
，過
.ぎ
る
も
の
は
な
か
づ
へ
た
々：

然
し
革
命
は
：
 

し
だ
け
：れ
ざ
、
戰
線
R

於V
:

露
軍
は
.敗
退
に
.敗
退
を
重
:'
:
:
. 

.
ね
たf

ク
レ
ン
ス
キ
ー
は
デ
：ィ
;̂
r:
f
 

>

:ル
：の
權
カ
を
：，
 

用
ひ
て
述
6

に
國
民
の
與
*

を
促
し
だ
け
れ
^

>
 | .

た 

び
，桎
撒
を
撤
せ
ら
れ
た
醤
の
兵
卒
.は
，最
早
f

全
く 

戰
意
を
喪
失
し
て
戰
況
は
益
：：、
不
振
に
陷
.つ
た
。
縦
し 

帝
政
’が
倒
れ
な
か
づ
た
と
：し
て
も
、：
夙
に
姆
塊
ビ
軍
聪
，
 

_

如
が
成
つ
て
居
た
か
も
知
れ
な
か
つ
た
け
れ
ざ
、

レ 

I

'
一

1
,

ン
等
過
激
派
の
手
に
依
つ
て
、
休
戰
が
行
は
れ
鑛 

い
て
眾
獅
講
和
が
結
ば
れ
む
と
す
る
以
上
は
ヽ
彼
等
が 

聯
合
與
國
に
對
す
る
背
信
の
貴
を
負
ひ
、
®
界
呪
咀
の 

德
的v
j

な
る
の
も
、
己
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
旣
に
.

.

兵
士
^

戰
意
5

く
、
&

衆
.に
は
，饥
寒
^

ゲ
、
兵
器
»

_
 

，
ロ 
m亦
不
足
^ ;

る
|
§
|
§
1

2 5
^

今
，日
0 -

不
體
裁
な
：る
境
©

に 

i

0

は
V
:
. 

_ょ
^
>其
處
で
あ
る
：け
れ
ぎ
：、
是
れ
偈
に 

露
國
民
«

汾
間
違
つ
/?『

良
_』

：に
_

せ
：ら
れ
た
結
媒
^' 

外
.な
らg

セ
.齡
度
が
蹲
命
を
企
で
>每
時
失
敗
に
*
つ 

:'
■:
た
«

國
人
が
.今
度
ば
#

つ
.：と
目
的
5:

遂
げ
^

の
で
、
' .
0 

等
揉
其
の
旗
獲
た
：る
自
曲
を
ば
復
沙
剝
奪
サ
ら
れ
ざ
ら 

む
が
爲
、
*

士
も
勞
働
者
も
死
刑
の
：復
古
や
、
上
官
の
：
 

楷
撖
權
办
囘
復
を
贊
_

ぜ
.ぬ
：.の
：で

あ

る

。
"
露

國

ぼ

訓

練 

な
ぎ
兵
士
を
要
せ
ず
ヒ
猕
し
セ
.、：
折
角
の
.米
亂
共
士
0
. 

.來
援
を
謝
絕
し
だ
.る
*

國
人
.は
、
今
■，や
自
由
と
放
縦
ぐ
V
 

を
®

違
.

「

へ
七
國
家
の
滅」

し
せ
む
と
す
る
を
餘
所
に
'見
.て
.
.
' 

.連
ぅ
に
狂
愚
|:
:

演
じ
：つ
'
、
あ
.る
，の
で
あ
る
o

未
'だ
自
‘喚 

を
適
當
に
亨
樂
す
る
资
格
な
き
無
智
な
る
露
國
民
衆
は 

實
に
憐
れ
む
可
き
人
比
で
あ
る
。
世
に
絕
對
な
る
自
山 

と
云
ふ
も
の
が
有
6

得
べ
き
逍
理
は
な
い
。
制
裁
の
な 

い
社
會
は
無
政
府
で
あ
る
，。
圃
家
に
秩
序
と
訓
練
ど
が 

な
け
れ
ば
、
典
の
國
家
は
-滅
亡
す
.る
の
外
は
な
ぃ
。
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九
四)

雑 

'
錄 

'露
國
取
命
の
根
本
思
想 

'第
二
a

ニ
ニ
八

贺
«

味
な
る
澎
阈
の
民
衆
は
‘今
や
こ
の
絕
-對
な
る
自
出 

V.
J
,欲
求
し
、
制
裁
も
訓
練
も
.秩
序
も
な
い
國
家
祉
會
を 

へ
夢
想
し
て
屈
る
。
破
無
激
が
多
年
宣
«

し
來
り
た
る
無 

.
‘政
府
:+
:
義
は
、
今
や
露
國
民
衆
.の
間
に
，̂

»

の

勢

を

舉 

う

し

て

、

遇

激
«

政

府

は±

地

象

配

し

、
べ

财

產

を

剝

- 

s

k

榮

働

潘

は

公

然

劫

掠

鬚
&

し
て
‘
#
以
上
- 

,:

の
#

^
は
•

だ
釉
潘
傍
.觀
ず
る
o .
外
策
な
き
の
狀
勢
で
ぶ 

::
'
•
,あ.
.る
。
，吾
維
は
過
激
派
：政
府
が
長
く
權
勢
を
維
持
し
や 

O

S
と
は
信
：じ
な
：い

れ

，ざ
；
、
；
^r

何

猶

：の
：

政
-!!

が
今
後
一 

露

國

に.確

立

せ

：も

る
V

に

：せ

よ

、
、
是

等

過

激

派

の

.主

張

： 

.
'
於

蚤

然

棄

却

せ

ら

れ

や

う

S
:は
、.：
齊

し

：
ぐf

.る

熊

は

f

考

t

o

®
國
の
政
■

民

主

篇

差

繫

"
濃
厚
に
.す
^

き
こ
..ど

は

疑

，ふ

可
.か
.、̂:
^
,
.̂>
:
s

.

^

u
0'
:

T 

.勞
丘
ハ̂I

(

 •
(
s
o
v
i
e
t
^

o'
r C

o
u
n
c
i
l

 

o
f

 W
o
r
k
m
e
n

 

a
n
d

 

s
o
s
e
^

• De
l
e
g
a
t
e
d

の
盡
す
る
虛
無
主
義
の
政
策 

が
幾
分
*
.國
め
政
治
に
加
味
‘せ
ら
i
 

VR'
.至
る
.

^T

は 

.
:
殆

ど

疑

な
き
所
で
あ
ら
う
。
E

國

に

：
於

け

.る

革

命

運
.®

ば
ぬ「

所
で
あ
.るV」

し
て
、
左
に
®

無
主
義
の
.山
來
及
び 

~
'其
の
±'

張
の
一
斑
を
略
叙
し
、
其
れ
が
露
國
の
政
治
に 

何
程
の
影
#

を
與
へ
-た
か
を
考
趿
し
て
見
や
ぅ
S

思

M

 

.

-

\ 

,

虛
無
主
_

の
敎
義
好
露
画
蔸
に
.於
で
初
め
て一

■定
め 

.
:
"政
治
的
顧
象
と
な
る
に
至
，つ
.れ
の
ば
、
ァ
レ
ク
デ
ン
ド 

'■
ル
ニ
條
の
治
世
プ
殊
に
伯
林
公
會
後
の
事
に
靥
ず
る
け 

れ
ど
、.か
i

る
思
想
.が
®

國
げ
受
し
れ
の
成
、其
の
以 

”
敗
吻
事
で
^

る
。
露
國：̂

於
w
 
M

0

の
思
傲
ざ
^

^
 

ぐ
'
?虛
無
主
義
も
§

爾

羅

四

が&:
;
輸

入

さ 

'
.無

主

義

ゆ

最

初
®

.

<

^

1紀
0
.懷

蘭

西

軍

新

文

_

の 

丨
腦
裡
：
1

し
.た

も

の

で

、あ

を

取

、

»

れ

ば

獨

逸

思

想

の 

パ.
蒸

籠

^'
滲
澉
し
た
办
1?
;
、
へ
ー
ゲ
ル
や
シH

ク
X

グ
や 

.
ル
：ド
ク
ィ
ヒ
を
ュ
ッ
ヒ
ネ
七「

の
敎
规
中
に
ば
徼
か
に
其
の 

..
'〉

印
影
を
留
めV
 

0
^
.
0 

:

此

：の
：新
ら
し
一
い

.敎

_

栌

露

陳

の 

へft
夫

學
^

傅

ば

る

ギ

ぺ*:
0.
嫋
^

^
菸

け

る

ょ5
.も

郯 

:
づ
.て

繁
' *
裳

.

.の

速

搞-9
:

た

ビ

去

ふ

の',植

、
.
當

.の
政
治
战
撕
办
應
槳
ゃ
« ;
«

§

_

忙
地
^

し
セ
不
藤

_

_

| !
_

1 1
1;
|

炫
ヵ
：
ぁ

る°
露
1

人
0

大
部
分
^

形
成
す
'る
ス
•
ラ
グ
^
 

族
；は
著
し
く
多
感
的
人
琢
で
ぁ
ふ
。
酷
裂
：の
^

f

年
^
 

f

,

ば
.

全
！！

思
に
送
る
彼
等
.ゆ
版
に
、：̂

^

は
就
，
 

想
に
耽
h

、
：
我

ば

阅

慾

去

義

の

^

^

の
發
達
す
^ ，
は
ス
• 

ラ
グ
人
力
.俚
謠
0;
悲
哀
次
る
« :
子

»
:聲
亞
文
學
^

屢
1 

見
る
.厭
世
« :
、’
及
び
農
民
砂
_

に
火
酒
を
飲
^

の
»

習

： 

等
U
.傲

：
つ

て

瞭

明

ザ

ら

»

て
居
芬
。
.ま

西

砬

人

の^ *
質
一 

と
_

國
の
氣
候
ミ
ば
南
か
ら
霞
離
人
を
^

ち
生
’私
の
献; 

_
v
し.籠
'居
；の
.不
愉
快
.か

ら

免

：れ

が

，が

爲

、
；
理

&

に

句

つ

，
一 

ズ
翁
闘
せ3

.

む
る
に
至
^

た
の
^

屯
る
0
.憂
® :
く
ヲ
：
ッ
ぐ

力
酒
は
#
蓮
の
結
果
で
ぁ
る
o .

夫
れ
か
ら
趣
の
姐
r
 

多
感
に
し
て
‘而
が
も
# ;
動
，

g
*
.

を
®
,國
人
ば
、
侧
に
も 

肩
ろ
し
い
禅
制
政
.治
の
#:
撒
に
苦
め
ら
れ
て
居
つ
.た
。
 

露
國
の
尊
制
政
治
が
時
に
弛
張
‘が
ぁ
つ
‘た
け
れ
^'
、
槪
、
. 

し
て
31
:

の
|1
!

^
旅

に

下

級

の

殷

民

、

勞

働

潘

'
に

對

す

る

:■
:
.

(

應
虐
の
舭
1̂

»

烈
で
*!
づ
/2
こ
ど
は
>'
竑
^

_
々
す
. 

る
■

せ
ぬ
'ぐ
，息
般
豕
感
雜
歷
麿
に
吨
吟
す
る
馨
亂
人 

の
.間
に
虛
修
主
義
收
如
き
隱
騰
部
烈
贫
る
の
钦
咖.
 

甘
ら
を
V
は
敗
て
怪
む
に
足>

取
い
。

ノ
' 
,

1

.

:
i

H

に
於
け
る
處
無
主
義
0:

思
.

の
發
達
を
叙
述
，ず 

る
に
先
ち
1

此
の
鼯
の
由
#

を
#

%

す
る
が
®

利
で
' 

あ

ら

ぅ

o
虛
無
.主
義(

|

ロ
實)

な
る
^
ば
»:

斷
»

#.
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1
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..

:

者

崇

奔

の

檩

的

で

办

つ

た

_

各

な

谷

小

說

家

ッ

火

ゲ

气 

-
i ^
H
u
r
^
n
i
e
v
w
^
s
F
A
t
&
s
^
n
d
o
E
d
f
e
n 

.
Q

h;
に 

,
科
學
的
&

偸
趣
的
の
.說
明
^
.» :
雕
/,
'

た
の
‘か
蒿
矢
”

 

る
。(

佛
國
で
は
#

ル
丨
ド
ゾ
咚
學
理
を
說
明
せ
む
が
爲 

夙
に
:«
^

ら
れ
^

居
た)

。紙
は
舊
節
餘
蓝
.の
落
敎
她
儒 

條
康
び
家
®
制
度
的
慣
變
に
反
對
す
る
個
人
の
謀
叛
を 

表
現
せ
む
が
像
、
师
氣
な
ぐ

此

の|
|

を
使
用
し
％
0 .
'.で 

あ
％
け
4
ど

、

.忽
に
し
セ
露
國
で
は
踱
い
葸
»

の
-

乾
' 

と
じ
で
流
行
^

る
#

ぅ
«

な
マ
^
。
ビ
ッ
ザ
I
 X

フ
^

云
! J
>
'量

”

®

a'
g

^

^

^

^0 ,
.語
^;

し
'で
、'
此
^:
'
: 

言
葉
.の
# .
敬
せ
&

れ
¥

る
可
か
&

^
る
^

t
公
^

に
%

第
二
號

三

'A



(

ニ
丸
穴)

,

ャ
雜
,錄

谨

萆

命
0
桃
本
肽
想
：
 

飨
1
琢

！
四
〇

丨
つ
て
瞪
明
し
^
け
れ
ぜ
>.
:
::
'
1
亂
霉
の
效
_

な
か
づ
：た
0;
-

,

.ゼ
郛
等
0
.改
箪
に
幾
多
の
.失

敗

於

伴

つ

て

居

る

、
：
露

國 

.
‘爾

し

て

：ネ

テ

プ
r

ャ
/

ざ

細

す

る

匿

名

、

Q

學

考

は

を

し.で

一
Il
ff
i
-lt
諸

國

を̂

^
ず

る
I程

の

富

强

國

‘た
ら 

_
e
r
g
r
g
n
d
.
:
R
l
I
s
s
i
a
^

秫

す

る*

中

に

、‘

「

虛
無
主
義
し

’び
る
搔
經
ぱ
西
歐
：

2:

於
け
る
最
新
科
學
を
應
用
し
て 

•
の
极
本
原
理
ば
絕
對
的
«

人
主
f

あ
つ
t

其
れ
は 

' 大
仕
掛
な
る
.社
會
：

i

乃
至
政
治
的
革
新
を
圖
る
に
.如
く 

個
人
の
自
ぬ
の
名
に
於
て
、
社
會
に
依
り
、.
家

族

生

活
.
.は
な
い
と
、
妄
信
し
た
.の
で
^

る
。

仍
で
枭
等
改
革 

故

f

，
又
宗
敎
に
依
6

て
、

課

，せ

ら

れ

た

る

凡

ゆ

一

る

一

熱

心

家

の

間

比

先

'づ
載
ま
れ
，た
の
は
、

實
猶
主
義 

義
務
の
一
杏
定
で
あ
る

」

ビ

說

明

し̂
居

る
0

「 
j

、
ベ

p
o
s
i
t
i
v
i
s
m
)

の

開

靡

ォ

ー

キ

，
ュ
ス
ト

*
コ
ム
ト
へ
>
あ
|

’
;虛
無
主
義
が
露
國
忆
發
锻
す
る
に
.は
明
か
に
左
記
の
こ
0

0

|)

の
寒
書
で
あ
つ
た
。
彼
ば
科
學
を
分
類
し
て
、
 

ニ
1
1
,
«
:
の
階
段
を
經
て
來
た
の
で
あ
る
，
。

. 

|

*何
に
レ
て
人
間
社
會
を
科
學
的
原
：理
の
上
に
組
織
す 

.リ
第A

階
段
は
謂
は
く
空
想
時
代
で
、
虛
無
主
義
は
：未
.j

可
■き
か
を
敎
'る
社
會
學
を
以
て
學
問
の
柱
石
と
し
て
居 

だ
一
定
の
^

«

ど
し
て
形
を
成
^

*

か
つ
た
。

ニ
コ
ラ
一
る： o

露
國
は
コ
ム
ト
の
0
§
8 

a
o 

p
h
u
o
s
o
p
h
i
e

 

P
o
s
i
t
i
v
e

 

-

-

!歡
の
奪
制
政
治
は
殊
に
酷
烈
を
極
め
、
有
ゆ
る
手
：，

中
に
委
細
說
述
じ
て
あ
る
.原
理
.を
唯
だ
採
用
す
れ
ば
宜 

段
を
用
ひ
て
思
想
界
を
束
縛
し
た
の
で
、
：心

あ

を

者

は
b

s
:。
彼
は
同
寄
の
中
に
人
間
が
知
識
的
發
皞
の
三
階 

言
論
の
自
由
を
得
む
と
の
背
叛
を
企
て
た
.け
.
^
と
、
朱

段

.卜
宗
敎
的
、
哲
學
的
，
實
際
的
^
-
を
通
過
ぜ
ね
ば
な 

だ
®

際
政
治'

V
J

は
關
係
を
有
す
る
に
至
ら
夺
か
つ
た
。
::
:

，ら
ぬ
事
、
^

び
に
«

^

の
«
も
進
步
し
た
る
諸
國
民
は 

:
露
國
人
の
間
に
於
け
る
知
識
階
級
播
露
國
の
改
革
を
希
，
：

〔

第
' 

一
第
二
階
段
の
進
步
{;

數
世
紀
を
赞
し
た
.る
後
、
：今
. 

望
し
た
け
れ
ざ
、
彼
等
は
西
歐
に
於
け
る
丈
明
.の
雄

步
■'
;
:や
第ill

階
段
に
進
み
つ
、
あ
る
事
を
説
明
し
て
居
る
。
. 

を
以
て
幾
百
年
の
歷
史
的
迂
餘
_

折
を
經
來
っ
て
輯
つ
鍊
に
露
■

は
^

^

る
丈
け
速
に
此
の
實
際
的
階
段
！2

敏

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る
が
、：露
國
に
.ば
或
る
人
種
學
し
た
が
故
で
あ
る
。
夫
れ
か
ら
*
逸
の
學
者
殊
に
ビ
そ

上
及
び
歷
史
上
の
特
質
の
結
果
ミ
し
尤
諸
他
の
國
民
ょ 

y

も
，

一

:層
録
速
に
這
«

の
進
腰
を
遂
げ
得
'5
こ
と
を
信 

中
可
き
理
*

が
：あ
る
と
？
彼
等
改
革
者
は
信
じ
た
の
で
. 

あ
る
。

コ
ム
トQ

藉
書
；2
次
ぎ
て
歡
く
の
間
最
も
人
氣 

.

の
あ
つ
た
の
は
パ
ッ
ク
ル
0

文
明
史
で
あ
つ
た
o

是

(!
'• 

同
#

が
歷
史
と
逝
^

ぐし?:
m

に
統
針
の
^

と
し
で
取
&
 

ひ
、
而
し
て
進
步
は
常
に
刺
舉
的
敎
條
の
勢
力
に
反
xt 

例
す
る
も
の
で
あ
るV

J

の
原
理
を
述
べ
た
か
ら
で

 ̂

る
0

此
0,
派
.理
は
非
常
虹
實
際
的
重
婴
§

も
の
6

せ
ら 

れ
、
是
れ
ょ
6

杣
'出
S

れ
た
る
'結
論
は
r

宗
敎
と
神
學 

の
勢
力
だ
に
破
壞
せ
ら
る
れ
ば
、
國
民
の
急
速
，な
る
進 

:步
は
確
實
で
あ
る
で
云
、ふ
に
在
つ
た
0
ジ
ョ
ン
レ
ス
X-
.ュ: 

ァ
ー
K
'
:、
、
ル

も

亦

極

め

V

人
僅
が
あ
つ
た
と
云
：ふ
の 

は
、
彼
が
乂
道
.(
£
:掃
人
の
、
聯

放

に

對

し

て

m

心
で
あ
つ 

た
の
ノレ
、
#

れ
か
らU

t
i
l
i
t
a
r
i
a
n
i
s
m

の
中
で
、
彼
F

道 

德
ミ
云
ふ
も
の
ば
、.
最
大
多
數
の
# ,
大
幸
福
^

貢
»
如 

可
き
骶
多
の
時
代
の
經
驗
の
結
晶
：に
過
を
な
い
と
喝
_

ヒ
ネ
ル
.
等

の

著

鲁

.が

讀

ま

れ

た

こ

と

は

前

R

1

ベ
た
，{!
!
. 

ぐ
で
あ
る
。

.

此
の
如
く
是
等
西
歐
學
者
0

著
書
は
露
國
の
知
識
階 

級
の
問
に
行
ば
れ
、
' 
又
嚴
m

な
る
宫
憲
の
檢
閱
に
も
拘 

は
ら
ず
、
革
命
を
鼓
吹
す
る
.月
列
雜
誌
«

も
現
は
れ
た
. 

け
れ
、、气

要
す
る
に
是
等
の
先
覺
者V

J

雖
、
西
歐
の
文 

明
に
對
し
て一

知
半
解
の
生
喫
り
に
過
ぎ
：ず
し
て
.、
策 

等
は
其
の
論
議
す
る
事
柄
'に
對
し
て
.明
確
な
る
.了
解
を 

有
だ
な
，が
つ
た
の
.で
ぁ
，る
.
9
隨
っ
て
彼
等
の
言
論
は
坎 

府
の
急
所
を
突
ぐ
の
患
な
(r

官
憲
に
於
て
も
ー
卜
涉
を

' 

加
へ
は
しV

.

も
衷
心
か
ら
之
を
怖
る
、
程
で
は
な
か
っ 

た
.の
で
あ
る
。
否
、
露
國
政
庥
溝
は
是
等
の
改
革
述g

 

'
を
.恐
れ
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

I

八
六
0

年
代
に
歡 

て
味
機
麻
侧
の
中
に
ム
改
革
運
鹰
が
行
は
れ
て
、

一
A ;

上
ハ.一
年
'に
於
け
る
ァ
- ,
レ
ク
：
ナ

ン

ド

..ル
一
一
世
の
農
.
奴

解

放
の
棘
令
や
、

.一

八
六■

四
年
に
於
げ
る
地

方
*

®
 

(
z
e
g
t
v
o
s
)

權
限
櫥
張
め
上
諭
を
觅
た
裎
で
ぁ
る
。
然

辦
十
§
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ニ
九
七

)

雜

錄

S

苹
命
の
根
本
思
想.

?
5
,

四



te

/ ii
 

//f> •■As 
つ
1
> 

f
l 
/l■̂

\i

辩

十

二

怨0
1

九
6

雜錄處
國苹命
の根本
狨想

第
二
號

四

し
是
等
の
改
苹
も
^

民
、の

滿

足

女
|
只
: ^

に
足
^

ず
、
反 

つ
て
不
¥

苦
情
を
誘
起
'
,

(

其
の
.原
因
3

本
頓
の
外
に
扃 

す
が
が
龄
玆
! •
,ベ
^ ,

い)

し
た
か
ぜ
、,
政
府
は
又
⑷ 

• «

前
の
.虐
_

に
復
歸
じ
た
-の
で
ぁ
る
。

.：

'

.

S
;

:
 

:.
 

■

「

土
述
の
飢
き
コ
<

ト
の
實
擺
主
義
や
.ミ
ル
及
び
.イ
ッ 

ド
ル
等
の
#

别
的
個
人
主
義
0

思
想
は
、.
源
を
#
國
に 

發
し
躺
逸
を
派
過
し
て
流
入
し
た
名
一
稱
め
破
壊
邋
想 

ビ
露
國
に
淤
て
相
融
洽
し
、
.
其
の
陰
鬱
的
な
ふ
.環
象
.に
、
 

啻
成
せ
ら
れ
、
纏
て
鎖
國
的
_

性
、
.

■

モ
ス
ク
ヮ
的
特
色 

を
帶
び
た
る
別
種
の
思
想
經
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
階 

級
制
®
の
腮
虐
に
反
紙
し
感
情
的
分
子
に
富
め
る
佛
權 

.西
革
命
：の
系
統
を
働
へ：

た
破
壊
思
想
は
英
國
流
の
稱
學 

-

的
.實
際
主
籤
と
化
が
し
て
S,

最
H
十
從
前
の
如
き
ァ
方
デ 

ミ
ッ
ク
な
空
疎
な
る
思
想
卞
ば
な
か
つ
/2
。
即
ぢ
«
國 

の
.谕
無
思
想
は
第1

1

階
段
に
入
っ
で
ー
定
の
菸
式
を
， 

す
る
に
；生
つ
た
の
で
あ
る
。
.而
し
て
此
0

第
ニ
期
を
代 

「

表
す
る
.は
パ
ク
ニ
ン
と
チ
ェ
ル
ニ
ッ
シ
ェ
グ
ス
モ
で
あ
る

露
國
虛
*

注
‘義
の
#

祖
は
：バ
ク
ラ
M

W
を
i

n)

ミ 

稱
t -

ふ
富
® ;

な
.る
地
主
で
あ
る
,0

然
: L

、\

ク
ニ
ン
は
佛 

國
人
ブ
~ル
ー
ド
ン(

p
a
h
d
o
n
)

か
ら
此
の
思
想
を
繼
承 

し
た
の
飞
あ
な
炉
ら
、
彼
は
此
の
凝
は
し
き
名
#
を
ブ 

v

r

ド
ン
.
と
分
た
ね
ば
な
&

ぬ
。

一
八j

四
年
に
生
れ 

於\

ク
ニ
ン
は
恰
も
ニ
コ
ラ
^
二
他
が
嚴
酷
苽
る
腿
制 

の
治
：世
に
當
つV

、

實
際
注
活
に
入
つ
た
の
で
あ
る
.
。
.

I

路
國
：の
官
僚
政
治
に
不
平
で
ぁ
つ
た
彼
は
少
時
ょ
り
魏 

心
に
西
歐
の
®

舉
殊
に
へ
ー
ゲ
ル
'の
著
»

を
1 «
:
«
し
た 

典
の
巴
a ；
に
居
つ
：た
間
、
' 
深
く
ブ
ル
ー
ド
ン
の『

財
® 

ば
盜
品
な
り』

ビ
の
信
條
に
心
醉
し
て
之
を
亂
述
し
た 

而
し
て『

八
六
九
年
彼
は
* 1

:
#
黧
.の
大
同
盟
を
組
織
し 

て
有
ゆ
る
政
㈣

に
對
t

る
十
字
瑀
を
起
さ
む
と
學
備
し 

た
の
.で
あ
る
が
、
是
れ
は
頓
て
有
名
な
る
鹆
國
社
會
黨 

1

1
n
t
e
r
n
a
t
i
o
s
i
e

o

に
合
同
せ
ら
れ
た
。
郧
國
か
ら
逐 

は
れ
、中
歐
帝
H

が
ら
逐
は
れ
.て
、彼
は
結
局
母
國
R

引 

渡
^

れ
、
西
比
刹
亜
に
流
議
せ
ら
れ
た
が
幽
處
か
ら
日 

本
に
邂
れ
、英
國
に
來
り
、
最
後
に
瑞
W

に
定
住
し
た
。

般
が
偷
敦
に
花
つ
た̂'
き
K

o
.0

'^
1
ビ
稱
す
^
^.
じ
ぐ
，
 

霧
顧
の
*

L1

命
者
.へA

チ
ゾ
ン(f

%
z
s
)

の
、機
關
‘紙
^
助
*

,

し
た
が
、
撒
め
勢
力
0
汴

奶

僵

脒

豫

_

もT

層
，

代
唆
撒
1̂
.'
^

* '
^
1# .
«

^

^

-;%

逍
す
る
に
座
;^

、_
«

の
i p

.

1
: #
め
^

3

い
論
法
麻
^

R
1I
る
も
の
が
.あ
つ
た
。\

ク
；「

二
ン
，
0

|

1

^® :
れ

ば

、 

人

類

め

，幸

顧

は

有

ゆ

'る
現
，在

の

制

度

を

破

櫸

す

！

火

.

::

此
饷
大
破
壞
を
必
耍
ゼ
す
る
。
：：政
淑
も
、

.法
律
ぁ
、
，財
'
: 

齑
ぁ
、
：卿
權
も
ー
刺
她
球
!0

康
»

が
'6
>
.ー，掃
せ
ら
れ
_

‘ 

ば
な
&

ぬ
。
何A

J

な
れ
ば
S

舊
ま
物
の
へ 
一̂

子
た
り
と
；一 

も
殘
存
ず
名
承
ら
ば
、I
:Je

れ
が
k

の
就
子
i

な

.

； 

.る
，か

.'
6

で
あ
5

0
是

等

の

亂

，暴

在

る

理

翰

»

\

?
ゼ
>

... j 

に
:̂

对
る
虛
無
藏
の
大
.會
で
、
：一

.層
真
農
的
に
な
ク
た
.
へj 

の
で
あ
る
0

w
o
l
o
k

'o
l

.は
嚴
重
.な

る

官

，憲

の

目

を

ぐ

^

;o
て
多
ぐ
露
，本
國
に
輸
入
せ
ら
れ
たo*
れ
か
ら

> ク 

产
ン
が

'虛
無
主
義
者

(£
:し
て
最
も
活

»
;
3
た
の
は
、
瑞

. 

晋
在
名
拙
で
ぁ
づ
た
。
此
處
祀4
:
!
.#
し

來

っ

た

幾

多

， 

の

*國
靑

年

5
5
^

、.

彼」

の

手

に

依.っ：
て
_

政
府
生
義
ト ,0

诜
灌
を
受
け
た
0
,で

如

る'0
1

の
著
書
演
說
は
興 

#

茅
、

• *
«(

.

«

w

®
の
ス
，.ラ
；
ブ
：
人

の

間

.に
國
良
的
精
', 

刺
，'
^
«起

，
し

、

.

是
等
の
其
膨
^

膝
遒
を
加
ふ
る
^
貝
の 

颜
複
す
而
き
義
務
办
感
念
を
刺
^o

た
る
力
、
，
 

顧
1

表
!%
ネ

も

の

が

あ

，つ

作

。

ブ

ル
1

.!
'

ン

の

場

合

に

於
.け
，
る

と

均

し

く

、

\

ク
ニ 

ン
が
虛
裏I

l
o
i
s
t
e
n
t
)

を
欲
し
て
實
在
を
惡
む
の
.

.
心
は
、
f

の
藝
術
、文
學
、科
學
の
結
果
：を
も
彼
ぬ
—

,

:

括
.的
^

諷
の
：
.i
通
と
す
る
.に
至
つ
て
、
殆
r

狃
氣
に
近 

か
つ
た
。
^

る
に
も
-»
は
も
す
、彼
の
破
壞
思
想
は
、
»

"
の
間
に
#

く
'0
‘細
; ^
§

相
違
こ
そ
あ
れ
、
何
れ
も
擊
制 

を
赛
み
洛
自
.の
向
上
心
：;5
:
有
す
る
點
^

於
て「

致
す
る 

凡
：ゆ
；
る

多

感

な

る

メ

ラ

：
グ

民

族

間

水

小

な

か

ら

ざ

る

^
 

を
及
ば
し
た
の
で
あ
る
。
*

•

>

ク
.ニ
，：
ン
ぃ
に
次
ぎ
て

»

國

に

虛

，
無

主
«

を
皴
吹
し
た 

る
，
は

、

チ
ェ
ル

.
二
ッ
シ
み
ゲ
ス
キ
^
^
—(c

h
e
r
n
i
s
h
e
v
s
k
i)

で
あ 

つ

た
。
® '
M

.#
國
: ^
に

靑

年»

西
^(

パ
。
目g 

R
i
i
a
). 

と
■

す
る
.灌
密
.結
社
を
設
.立
1

、
偷
敦
及
，び
，ジ
.ュ.
ネ
I

,

第
寸
1
1继

(

ニ
九
九
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,1

四
四
'

ダ
k

於
：̂

0.

猶
無
主
義
の
.同
志
#

と

氣

脈

を

®

じ

て

居 

だ

。

彼

：は

c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

 W

»

す
る
.雛
誌
を
發
行
し
て
. 

居
た
の
で
ぁ
る
が
、

r

八
六.1

ー
年
農
民
の
間
に
煽
動
的 

_小
册
子
を
■配
布
し
た
る
*

を
以
て
、
十
四
年
間
网
比
利 

.亜
に
狼
放
の
身
と
なo
た

。
.
彼

は

ベ

ト
ロ

グ

ラ

ー

ド
の 

M
sr
&

R

未

汉

は

と: L
て

禁
雜
4

官
靡
の
許
可
を
受

け

：て 

著
作
し
、
其
の
檢
閱
を
經
て
7S

h
t
o

 
d
e
alt 

?

 

(
w
l
l
a
t

 

is t
o

 

b
e

 

d
o
n
e

 

?

)

を
出
版
し
た
。
此
の
書
は
最
初
無 

窖
な
る
著
作
と
し
心
着
過
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、

»
 

狻
に
：牟
っV

浩

瀚

な

る

虛

無

主

義

文

學

屮

、
.最

も

影

響 

を
後
世
R

及
ぼ
し
、
風
つ
*

も

有

害

の,̂
の

と

せ

ら

れ
 

た
。
.小
說
し
て
は
、
.
.何
等
®

術
的
'俄
.値
を
目
.
：

g

 v
j

し 

た
も
の
で
は
な
く
、
；平
常
の
時
に
出
版
せ
&

れ

*

な

ら 

ぼ
、.
多
く
世
問
の
注
意
を
惹
が
;^
か
'っ
れ
で
あ
ら
5.
-
。
 

然
も
當
時
知
識
階
級
：.か
間
！

i

惙
：か
れ
た
多
茫
漠
な
る

社 

)

#

主
義
的
共
産
主
義
的
®
考
の
多
く
を
具
體
的
に
現
ば 

し
ft
る
7

p

0

w

b

y

s
靑
年
改
革
*
の
诎
に
は
新
た
に 

：

發
注
し
介
る
信
仰
の
：1
S 1
の
非
公
式
な
る
宣

言

書

と

認

め

ら
るa

に

至

っ

た

。
.此

の

小

說

は

二
部
か
ら
成
っ
て 

居
る
。
.：上
の
卷
で
は
傅
統
的
慣
例
を
公
々
然
不：！

認
し
っ 

、
新
奇
の
思
想
に
顧
っ
て
生
活
す
る
學
生
の一

则
を
記 

述
し
、
下
卷
で
は
#
國
の
社
會
ま
義
者
フ
リ
工
ー
が
提 

鳴
し
た
る

共
產
主
義
的
原
理
忙
據
っ
て
組
織
せ
ら
れ
た 

，る
：！？

の
光
景
を
描
て
居
る
。
上
卷
は
新
時
代
の
曙
光
を 

示
す
も
の
、
下
卷
は
虛
無
黨
窮
極
の
目
的
を
現
は
し
た 

も
の
と
想
像
セ
' ら
れ
た
。
官
憲
は
後
に
乙

の
#

^
の
*
 

行
を
許
可
し
た
る
過
失
を
發
見
し
て
、
蔽
ち
に
之
を
押 

收
し
て
發
行
を
禁
止
し
た
。

チ
^

ニ
ッ
シ
ェ
、グ
ス
キ
ー
は
パ
ク
ニ
ン
ょ
b

も
虛
無

ま
義
の
運
動
を
一
，操
進
涉
せ
し
め
た
。
彼
は
即
ち
\

ク 

产
シ
が
宣
傅
し
た
現
在
の
制
度
^
對
す
る
憎
惡
心
に
军 

ら
に
：社
會
主
義
を
接
木
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
露
國
の 

社
會
に
就：
て
.

勞
働
の
狐
織
を
.興
へ
、
而
し
て
當
を
均
分 

す
可
き
甄
«:

會
の
*

芽
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
此
の
如 

く
し
て
、
虛
無
主
義
運
動
は
興
の
發
M

の
第
二
期
を
究 

成
し
た
。
第
一
期
に
於
て
空
漢
な
る
#

學
で
あ
Iっ
た
虛

'
.無
注
義
は
、
' 
此
に
,至
つ
セ
政
：黨
の
綱
領
と
な
つ
.た
。
虛 

;

無
.主
義
は
即
ち
思
-辦
の
領
分
か
ら
脱
.却
し
て
、
»
際
政 

，.治
の
領
分
に
入
つ
*

の
で
あ
る
。

■

,

;

四
へ 

, 

旣
に
第
二
階
段
に
於V

I
:

定
の
形
式
を
具
し
た
る
虛 

無
生
義
は
、
第
三
期
に
入
つ
て
其
の
主
義
を
•は
實
際
政
; 

一
治
の
，i s
目
た
ら
し
め
む
ビ
活
動：

す
る
に
至
つ
た
。
^
ソ 

.丨

や

グ

け

ル

ク

ー

ル

の

天

地

は

 

一
®

し

て

、
マ
ラ
ー
ゃ
ダ 

.ン
ト
ン
の
舞
豪
k

入
つ
た
の
.で
あ
る
0

丨

■
:'

パ
ク4

ン
ゃ
チ
，
"“I

ッ
シ
ェ
、ヴ
ス
キ
丨
に
依
つ
ぐ
宣 

傅
せ
.ら
れ
た
る
虛
無
.主
.

®

:、：辕
穴
熱
狂
な
る
靑
年
與： 

女
殊
R

醫
學
生
の
思
想
に
浸
潤
じ
、
彼
等
を
し
て
.現
在 

の
社
畲
を
颠
員
し
て
最
も
51
:
步
し
た
る
社
會
的
^

等
ビ 

共
蒼
主
義
ヒ
を
基
礎
と
し
^

る
新
奇
、な
る
社
曹
組
織
を 

難
設
せ
む
と
&
運
動
に
着
手
せ
し
め
农
で
大
歡
新
運
動 

の
第

一
着
步
ビ
し
て
、
從
來
の
髮
钸
に
皮
^
せ
む
が
爲 

历
子
は
長
髮
を
蓄
へ
、
女
子
媒
襞
を
短
く
切
ぅ
而
か
も 

綠
色
の
服
鏡
を
.用
ひ
れ
。
彼
等
が
所
謂
ボ
へ
ミ
：ァ
1
ズ

第
十
二
卷(

三0
1

)

0

錄
谣
阈
苹
命
の
被
本
m

ム
に
：得
々
た
り
し
.は
寧
ろ
憫
笑
爽
に
値
す
.る
に
過
ぎ
な
か 

，つ
介
け
れ
ざ
、
是
等
：の
虛
舰
主
義
運
動
の
愛
嬌
あ
る
反 

面
に
は
頗
る
眞
»

な
る
他
0

反

面

が

.
あ

つ

た

の
であ
 

る
。是
等
の
熟
狂
な
る
»

ギ
^

*

は
、
啻
に
服
裝
の
點
に 

於

て

從

來

，の

慣

例

に

反

抗

し

’た
る
の
み
な
ら
ず
、
最
も 

'

激
し
ぐ
虛
傭
や
僞
#

や
常
套
語
.の
«
.習
'に
_反
抗
し
.た
o 

彼
等
は
社
會
の
先
.輩

が

..會

話

及

び

文

學

上

に

於

.

.て
，露

國 

.
の
社
會
的
ぶ
び
政
治
的
組
織
の
缺
陷
を
慷
.慨
し
な
が
ら 

其
0

改
革
0 '

實
際
運
動
に
はt

指
だ
も
染
め
な
い
事
丨 

殊
に
富
*

t

る
地
主
等
护
不
幸
な
る
氣
民
か
ら
誅
求
し 

た
る
收
入
K

て
赘
澤M

る
生
活
を
送
办
つ
>侦
^

㈣

、 

敎

化

、

正
，義

に

就

T

言
_

す
る
微
温
的
^

度
に
就
，て
最 

:

も
强S

慊
焉
：の
情
を
見
は
し
た
。
.彼
等
が
實
利
主
義
に 

偏
す
る
め
餘
ぅ
藝
術
的
敎
化
を
排
斥
し
て
、
自
己
の
職 

.務
に
忠
實
な
る
靴
エ
は
シH

ク
ス
ピ
ャ
や
グ
ー
タ
i
 

k
y 

4

偉
人
'で
あ
る
、
何

.£

な
れ
ば
.人
間
は
劇
や
詩
ょ
^v

も 

靴
の
方
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
ヾ
し
推
獎
せ
し
に
0 

o

t
ば
、
甚
だ
し
い
_

張
ビ
云
ば
ね
ば
な
ら
g

o

通

.. 

笫11

號

こ

四

芄



想
十
二
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C

三
〇
ニ)

m

潘

年
命
の
相
、本
'思
m

■ 

f

0洳

:^
奇
嬌
0

富
狞
は
洎
办
ら
■

1:

般
.社
會
の
M

*

令
招
V

た
が
、
^

ら
に
薇
流
*;

驚

倒
:'
1
.龙
の
：は
、
彼
象 

の
：言
.翁
の
.洳
何
に
も
極
踹
過
潋
に
し
で
，到
底
實
行
の
不

舊

な

潘

タ

ぁ

つ

た
•ゾ

論

貢

.男
女
はg

生
濫
騰
；

|

為

,«

に
#

ク
て
、
砒
禽
の
害
暴
队
參
く
が
—

な
き
"

‘ 

^

%の
情
#
:
ビ
利
慾
ど
に
植
猶
問
^

^

因
-
-る
と
.ビ
、を
' \ 

繼

し

た
.の
で
、
.雜
^

1
び
^

:
財
氣
0

舊
式
な
多
刺
.| 

■■
^

M'
5
r雜

止

. U
で
弾
惡
^'
- ^
參
0 '
<是
务 
一.
.
|大
原
«

5:
ば
、
、
.,
一
 

全
然
遞
除
し
為
;-
5

ビ
提
唱
し
./
2

o
:
■
彼
^

は
論
七
て
m.
ぐ

| 

人
.激
.の
，感
^

る
蝕
廣
な
る
本
难
が
^
全
に
し
て
亂
束
な 

々
猶
姐
を
與
べ
ら
る
S

や
ぅ
に
社
,#
が組

！！

せ

ふ

る

れ

一 

，
ば
い
 1

1

無
.や

不

善̂

行
ふ
！

E
!

令
何
篆
'
の
動
機
も
誘
因
も
；j 

, ^
x>
で
ぁ
♦

ク
。
識
千
萍
に
.1
3
5-
^

人
_間
1

問
.違
'

0

 ̂

:方
向
.に
_進

行

レ

て

居

た

の

で

：ふ
る
_。
，
泄

界

の

ふ

靈

的

界
 

¥
:
民
政
的
立
法
家
は
自
然
科
學
や
實
辭
主
義
的
方
法
を 

ぃ
で
、
普
通
に
法
#

及
び
道
德
ビ
：稱
せ
ら
る
>
, 

儲
■
渡
女
立
て
た
の
で
ぁ
る
が
ぺ
是
等
の
法
律
も
道
徳
. 

珞

全

然

人

，
間

の

性

顧

に

適

合

1

攻
，い
0*
;然
も
官
輿
や
« :
;
;

:
 ' 

.

.

.

.

. 

こ
.

if

i

德
嫌
は
.男

女

を

し

，て

是

等

に

逾

從

せ

し

め

や

ぅ

ビ

て

或 

_

猢
_

し
、
或
は
鼻
貴
す
^

こ
苳
に
努
め
て
居
る
け
^
 

^
、.

彼
等
の
努
力
は
s
:i
f
t
4著
.る
し 
<
 失
敗
し
た
0
»
官 

淋
脅
か
も
剳
し
、|

^

^
說
歲
し
»

ー
日
す
る
け
れ
ど
\
些
ー 

•

•?
>

*
の
效
な
ぐ
、
人
間
の
.本

與

は' «
頭

徹

尾

且

つ‘_

豐

批

必

不

自
$

^
蒸

に

*-
叛
し
、
W
背
叛
し
.つ
.

A;

あ
る
。.
.故
に
冷
が
新
し
：̂
齟
.
■
身
試
す
可
き
時
機
で
' 

る
。
古
來
，の
«

惯
'に
，從

「

つ
、
て
、

興

女

を

し

て

宛

も

甚 

べ

着
.:*
:地
«

く
«

全
1

碧

:0
慟

を

撕

ぐ

石

が
:*
1

>
、 

身

體

に

合

は̂
し

て

.
^
^
必

な

ぃ

衣

服

を

强

い

ズ

被

せ
 

ふ

む

方

ょ

りA

何

故
*

物

，̂
1

T
人

體
.の
^

^

び 

生
'
a
に

;:
®

合

せ

し

め

，
取

い

...で

あ
&

5
か

。

' 

左

す

れ

ば

着
' 

物
«

#
早

破

”
る

 

>
患
^

く

之

を

肴

た

，
る

者

_も
、
游
电
し 

且
.幸
1
«で
*
&
,ぅ
.云
.々
:0
,
.

喪
—

る
に
、
.是
等
劣
女
靑
年
の
ま
張
は
％
ク
二
ン
や 

チ
,
ル
ニ
.
シ
ヱ
グ
ス
キ
ー
の
敎
' ^
'
,を
祖
述
し
た
も
の
に

. ®
ぎ
なs

け
れ
ど
、
彼

等

が

典

.
の

主

義

を

實

際

政

治
の 

上
^

適
用
せ
.むV

J
す

る
.運

動
‘の

方

法

た

一

る

や

、

極

め

て

次
膽

激̂
か

彼̂
等
が

義̂
め
精

#の
熟
烈
な
る
K
は 

1

«
«食
も
多
少

®/
か
さ
れ
如
い
譯
^
行

か

な

か

つ 

た
。
以
平

$
め
實
璐
政
治

#に
：於
げ
る
運
動
の
一
般 

5:
'
*め
て
猶
雁
に
溆
述

_名
。
，::
;
'-
!

'.
ご

V
i

人
比
一
牟
e

m

自
治
圓
の
破
壤
纖
がj

時
的
成
功 

^

• #
1

介
石
事
が
、.

)

*

國
の
虛
補
■

翁
に
非
常
の
观 

章
を
狐
へ
水
o

癌
政
#

注
韻
的
運
® .

ぬ
.

t

層
織
闘
：i
s

. 

f

”. 

に
f t
-；
以
由
最
の
' a
«

釔
行
っ
免
。
管
歡
の 

于

渉

が

嚴

谳

に

，
.

れ

ば

な

る

程

靑

年

毋

女

の

行

動

は

一 

脎

隱f
f

の
.性i

を

滞

び

る¥

わ

に

あ
0;
:

た

。
： 

然

し

抓

办» ,
^

^

未

* ^

隊

課

や*

«

の
.甚

.^
し

き

に

は 

至
.ら
k

か

づ
0

。

虚

無.主
.義
.が

^

暴

政

-
治 

(
t
e
r
r
o
r
i
s
m
)

の
手
段
を
，
採

；

に

至

づ

次

の

は

、
.露

土

戰

淨 

の
結
末
以
後
の
骐
で
あ
る
。
露
土
顧
评
は
.興
敎
徒
た
ぶ 

土
古
讲
人
必
厘
虛
に
苦
む
で
'居
た
.巴
«
氣
に
於
げ
る
ス 

ラ

ブ

同

胞

の

束

縛

を

解

放

し

や

ぅ

ど

云

ユ

、
‘
露

揭

侧

か 

ら
云
へ
ば
.J

秫
の
神
芈
：观
邻
で
ぁ
つ
た
。所
が
サ
ン
ム 

ク
フ
ァ
ノ
滌
約
は
伯
林
公
#

で
英
、
燠
、
獨
の
干
涉
に
-

'■
1

:
0て
、
夫
の
如
く
想
殘
に
も
改
訂
せ
ら
れ
て
、
露
國 

奶
獲
な
所
拟
灕
何
も
ぬ.命
つ
た
。.剩
へ
*
國
每
時
の
愼 

爭
に
見
石
が
如
く
、
官
處
の
腐
敗
と
無
能
と
は
谷
方
面

11

麗
 

l

_
ll
s
誰

義
#
の
狄
«,
^
^3
待
つ
.て「

ァ
.
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ニ
世
め 

政
府
は
：、
多
少
民
論
に
僦
孅
し
て
、
改
革
を
企
て
浓
い 

繩
に
は
•打
办
な
く
效
つ
た
の
で
あ
るo
.r'
レ
タ
ナ
ン
ド 

i
n

:®
が
メ 

V
コ
_フ
:0
僦
淡
^
用
ひ
て
改
_
の
上
^
を 

獄
滞
せ
む
ズ
し
浓.(

上
詹
锻
流
,0
少
：し
前
ぶ
.
ば
‘鍊
せ 

ら
办
た)

；る
ば
、
其
：の
結#
で
泳
つ
!^
叨
で
沁
石
。

此
の
時
頃
か
ら1

個
の
_
公
{
€に
發
鋒
せ
む
^
し
で
居 

た
る
虛
無
:+
:
.儀
密
は
_、
>1
1
暴
主
義
^

(
t
e
r
r
o
r
i
s
s
v>

ふ 

馮
邈
收
な
る
b

謀
家
め
伸
■
に
隞
落
し
た
。
偭
し
て
彼 

擎
の
武
器
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

V
J

チ
イ
フ
で
あ
つ
て
、
典 

の
合
言
潔
见
避
怖
- ?
r
§
o
で
ぁ
つ
炎
。
其
^

彼
'等
の
運 

動
は
學
校
ビ
な
く
、裉
隊
と
な
く
、
エ
場
と
な
く
、
農
村 

ぐ
し
な
ぐ
到
_ら

ぬ

隈

と

て

、
な

か

っ

た

。

前

述

の

熱

狂

な

、
石

婼

士〖

盤

(

n

o

e
雜

錄

露
！
：

革
偷
の
根
本
思
想

笫
ニ
锶

四
七



m

十
i

 

(

三
〇
四)

雜

錄

.
豁
阈
苹
命
の
根
本
想
想

 

婼

ニ

號

ー

四\

靑
年
劣
女
は
純
々
の
變
裝
を
賧
ら
し
て
、
或
者
は
農
夫 

に
粉
し
或
漭
は
勢
猶
潘
R-
伍
し
、
或
*
は
敎
師
や
丘
ハ
卒 

ビ
な
つy

、
無
.政
府
主
«:
の
鼓
吹
に
努
め
た
。
愚
味
な 

が
ら
ッ
ァ
ー
ル
.
1
2忠
義
の
篤
き
農
民
等
は
生
白
ろ
.き
手 

の
所
有
潘
た
る
是
等
靑
年
改
茶
家
の
勸
說
を
容
易
に
承 

服
し
な
か
つ
た
。
：然

し

常

時

，の

諷

刺

小

說

の

1

に
現
は 

れ

た
41

小

話

は

，
、

-
被
等
の
運
動
の
如
何
に
熱
心
で
*
 

つ
^
か
を
語
つ
て
眉
る
。.

1

少
女
が
母
.̂

語

つ
て
日
く 

「

阿
母
さ
ん
！
今
度
來
: ^

マ
リ
ア
、
ィ
グ
ァ
ン
ナ
と
云 

ふ
女
敎
師
は
神
欉
も
な
け
れ
ば
皇
帝
も
な
い
又
結
婚
ず 

る
こ
と
.
は
'間
逄
つ
て
居
る

V
J

敎
へ
ま
し
た
ょ
！ 

r

云
 々

.J
f
c稀
の
^

件
が
* .
.國
の
.社
會
を
戰
傈
せ
し
め
.た
事
は
非 

常
で
あ
っ
た
。

' 

然
か
も
彼
^
栌
« '
» '
,
诗
激
な
る
兇
暴
丰 

義

を

行

ふ

に

：主
.つ
た
め
は
、
:*
に
已
む
を
得
ざ
1

现
由 

が
あ
つ
た
の
，

&

あ
‘る
。■
嘯
述
の
如
く
元
來
虛
無
主
'義
I
 

國
家
：の
腮
虐
>
.
希
臘
敎
會
の
固
酿
其
他一

細
の
道
理
に 

反
す
る
俜
說
や
根

®

の
な
い
僻
見
に
鄙
す
る
知
識
的
方 

茧
歷
_

的
謀
反
で
ぁ
っ
て
、
嚴
初
は
平
和
的
手
段
に
侬

つ
て
、
徐
々
と
代
議
政
治
を
露
»|

に
姐
設
す
可
<
人
说 

を
敎
脊
せ
ひV

J

運
動
し
た
の
で
* '

る
が
、
攻
好
は
苟
く 

も
新
思
傲
を
皴
吹
し
れ
る
者
を
ば
宛
も
殺
人
考
の
如
く 

酷
®

し
、
啻
に
集
會
結
社
?:

：許
さ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
| 

凡
ゆ

る〕

一
ー
日
論
_の

機

關

を

停

业

す

る

の

で

あ

つ

た

。

，乃
で 

虛

無

主

義

の

，過

激

派

に

取
づ
て
は
，
自
分
等
扒
惡
事
を 

行
は
む
が
爲
、
' 
祖
國
を
し
て
永
久
間
黑
の
世
界
た
ら
し 

め
む
^

す
る
残
酷
で
併
か
も
腐
^
し
た
る
腿
制
家
の
集 

窟
た
る
政
庥
に
對
し
て
宣
戰
：を
布
告
す
る
の
外
、
採
る 

可
き
途
が
な
か
つ
穴
の
で
あ
る
。
彼
等
は
論
じ
て
日
ぐ 

官
僚
の
遞
行
を
暴
露
し
政
府
?:
;

脅
嚇
し
、
激
烈
な
る
報 

復
行
爲
を
演
じ
て
0
^

の
洱
因
を
露
國
の
戰
m

す
可
き 

狀
態
.に

集

注

せ

，し

め

ね

ば

，な

ら
ぬ
ビ
。
即
ち
改
箪
者
の 

.
1

部
が
兇
暴
主
義
著
と
な
つ
た
の
ば
' 

墮
落
し
た
る
が 

爲
で
も
又
は
血
に
渴
し
た
る
が
鴆
で
も
な 
<

(

是
等
靑 

年
劣
女
の
中
に
は
貴
族
^

5

a

家
，の
出
身
が
多
か
づ 

た)

;!
•
«

恐
る
可
き
腿
制
の
下
に
帅
岭
し
て
居
る
母
國 

を
救
濟
す
可
&
他
の
方
法
が
な
が
つ
た
と
信
じ
把

f

で
あ
つ
た
。

政
府
は
兇
暴
政
治
に
對
扼
す
る
に
兇
暴
政
治
を
以
て 

し
た
o

虛
無
鐵
が
幹
部
の
秘
密
會
議
に
於
て
死
刑
を
宣 

吿
し
た
る
常
路
の
大
官
を
頻
次i

殺
害
し
た
b

或
は
ダ 

ィ
ナ
マ
.
ィ
ト
#

用
a

て
，宮
殿
^'
破
墩
し
た
5

、
鐵
道
を 

.
爆
破
し
だ
り
兇
行
の
限
り
を
蘇
甘
ば
、
政
^

に
^

て
も
 

警
官
'

邀
典
を
驅
使
し
て
虛
齡
主
義
激
を
揄
縛
し
て
、 

其
の
‘重
き
は
死
刑
，に
® :

し

、
'
他

は
两
比
利
®

の
曠
野
に 

追
放
す
る
こ
と
、
年
々
靡
を
以
て
數
ふ
る
に
: ¥

一
 

っ
た
。
 

然
な
k

虛
無
黨
賈
が.

1

八
凡1

年
ア
レ
：メ
ナ
：ン
ド\

一
 1 

世
を
弑
害
U

た
る
.

j

事
は
、:
窳
ぐ
彼
等
に
對
す
る
世
問 

§
同
情
V
J喪
失
せ
し
めV
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の 

治
世
中
、
彼
等
の
運
敝
は
下
火
匕
な
っ
た
ネ
ニ
コ
ラ
ス 

1
1.

世
の
治
世
に
.も
フ.
す
ンV

ブ
'レ
V

工
の
虐
政
の
下
に 

:
虛
無
激
ば
®
 
く
迫
割
せ
ら
れ
た
：が
、
®
等
办
兇
行
は
決 

し
て
跡
を
絕
た
な
か
っ
た
。

.日
露
戰
邻
庶
後
の
取
命
比 

表
面
立
憲
民
主
鐵
の
事
_

で
ぁ
る
《
れ
$
 

-

S
 

5

 

に
虚
無
鐵
の
あ
.つ
_

■

ぶ
：迄
も
な
^:
0

き

*n
!

く

し
て
昨
年
三
月
革
命
が
勃
發
し
幾
度
沪
騷
亂を

..

經
て
、
，
 

，處
無
由
義
の
勞
共
會
ぬ
ハ
遂
に
ゲ
レ
ゾ
ス
キ
ー

の
手
か 

ら
露
國
の
政
權
を
奪
敗
す
る
に
至
づ
た
次
第
で
あ
る
。

' 

五
.

-■
' ,

級
返
し
て
云
ふ
、
«
露
奴
大
革
命
が
何
邊
ま
で
發
展 

す
可
さ
や
は
今
に
於V

豫
見
は
出
來
な
い
け
れV」

、，
反 

励
の
潮
流
が
猛
然
4

し
て
湧
起
し
勞
典
會
を
後
援
と
す 

る
レ
r
 
ニ
ン
.等
過
徼
派
痛
府
が
早
晚
顧
稷
す
可
き
ば
、
 

凡
^

る
^
命
の
歷
史
に
徵
し
て
明
白
で
あ
る
。
革
命
1 

際
し
て
徹
膨
的
の
決
*V

J

與
氣
と
を
有
す
る
過
激
派£

 

結
局1

時
の
朥
刺
を
M

す
る

乙

e

は
、

第

十
七
世
^ ,
に 

於
け
る
淸

敎

徒

の

革

命

、
.
又

は

怫
國
第|

次

革

命

の

證 

剩
す
る
所
で
あ
，
^

。
® :
ra
の
革
命
に
於
て
も
、

一
蹄
ば 

破
* :
:
思
想
が
：猛
威
^

J

MV3
し
て
、
敎
會
及
び
.貴
族
0

財 

産
を
沒
收
す
る
や
ら
、茈
督
鍊
を
廢
し
て
、遨
现
锻
戴
歙
. 

及
び
E

#
:f
l

敎
の
禮
拜
を
^：

ふ
や
ら
、
其
他
凡
ゆ
る
大 

革
新
は
薇「

々
斷
行
せ
.ら
れ
た
。
然
る
に
其
の
中
の
«
健 

に
し
で
時
弊
に
適
.中
し
た
る
改
^

だ

け

は

永

_

し

た

げ

婼
十
二
卷(

三
0
3£)

雜

錄
鎅
阐
苹
命
の
根
本
忠
想

笫
ニ
城



箱

t

c
.こ
C
プく

n

n
闕

の
梢
本
AU
想

れ
^

っ
餘
レ
1
2極
端
過
齡
次
S
’も
0 '
.
_
も
な
く
し
て 

悉
皆
■

火
の
如
，ぐ
消
滅
し
‘て

つ

た

/0
驗
國
に
m

‘13
'』

 

過
激
派
耽
庥
が
遂
行
せ
^

^
や
を
が
_
き
土
勝
の
分
如 

脒
康
0

剝

軟

、

公

偾

ゆ

藤

棄

等

の

虛

«■
*:
義

妳

政

策

が
 

實
際
は
成
功
し
で
、
無
政
肺
主
.

*
が
■

趣
と
す
を
が
，
 

如
き
0
民
の
天
下
が
永
續
じ
や
テ
ビ
.は
、
何
ぅ
I
考
へ 

ら
れ
ば
い
o 

へ

,
ノ 

■
パ
S
:
 

.
, 

■

:
.

一：

夬
れ
か
ら
露
國
今
次
の
i

5;
-
f »

國
第
a 
.
^
f 
s
 

比
_

し
で
結
f

ボ
レ 

'ォ
x;
0

や
5-
-

祀
鄆
_

盼
»
锨
宫 

の
出
猓
を
期
待
じ
て
&

る
荞
も
あ
る
や
5

龙
け
れ
ど
、 

是
れ
は
歷
史
0;

敎
.訓
鉍
3
心
れ
從
る
^

見
で
あ
る
。
第
拾 

八
潰
®
来
に
於
け
を
怫
國
は
歐
大
陸
中
最
も
進
歩
し
た 

一
る
國
で
、
怫
國
革
命
のi

n

大
主
義
た
る
&

由
、
.
平
等
'
 

»

愛
の
思
.想
は
廣
ぐ
歐
洲
霜
_

如
*

靡
し
た
0

ナ
ポ
レ 

ォ
ン
が
夫
の
如
き
驚
天
動
_

の
大
傭
利
をf

時
獲
得
し 

た
e)

は
、.
‘舉
竟
此
の
«

命
思
雜
を
ば
劎
_
.の
力
^
以
て 

諸
國
.民

の

間

に

傅

播

し

だ

が

ら

で

あ

る

。
一

';

バ
ル
三
1

の 

戰
に
於
け
る
燠
普
聯
合
侵
入
堪
の
頓
挫
を
以
て
ゲ
ー
テ

i

3L
C

が
世
#
歷
账
&

の
一
：大
危
機
で
办
つ
た
e
呷
ひ
だ
が 

は
、箪
隊
>の
«-
入
« '

»'
敗
ぜ
ら
る
、
け
，れ
ど
、
忠
撤
の
«:
; 

K

は
如
何
と
も
す
る
能
ば
ざ
，

d

眞
■
?:
道

破

し

た

千

古
 

0
名
言
で
办
を
。
所
奶
第
一
.

『

十
世
紀
の
露
國
は
世
界
の 

强
藤
^
は
云
は
れ
ゃ
芡
於(

現
卞
の
簾
國
淡
紙
し
て
節 

態
で
な
い
ご
,̂

勿
饊
贺
鈔
み)

‘交
化
0-
點
に
於
て
ば
佌 

界
切
努
等
國
のT

: f
數
へ
ね
ば
な
<̂
.ぬ
。
露
#
於
f
f
i 

界
.の「

進

^#
似

貢

獻

しね
る
：所
^-
■
が
て
少
なi

。 

時
代
の
佛
國
£
は
疋
：に
反
鄭
で
、愆
溉
界
に
於
て
も
珈 

て
獨
逸
其
飾
先
進
國
の
侵
入
を受
け
て
a
る
狀
臘
で
ょ 

な
い
が
0.,露
國
ば
從
來
_

«
上
印
於
て
ば
世
界
の
彫
齟 

と
し
で
恐
れ
ら
れ
て
居
た
。：
從
つ
て
今
次
大
戰
の
初
明 

に
^

て
艰
多
少
の
戰
利
あ
_

た
げ
れ
ど
、
■
淨
ば
結
录 

國
家
の
資
詹

t
同
民
®
赞
國
办
及

叹
交
化
の
程
度
如
何 

に

依

つ

ば

跃

敗

か

決

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

物

！
^

^

に 

も
精
神
的
！

i
も
劣
等
急
^
露
鼢
が
_
局
氣
卯
く
に
連
れ 

て
命
ロ
の
如
ぎ
大
敗
北5:
.見
た
の
は
疋
に
興
處
でが 

る
。
レー

,1

ス
、X

*
ロ
ダ
キ
I
響
»
激
派
が
現
下
の
蒙

1
;

j

1

Wrŝ m

國
に
於
て
優
勢
な
る
は
、
恰
も
佛
國
革
命
に
於
け
る
口 

:

ベ
:
ス
ピ
エ
ー
ル
や
サ
ン
：ジ
ュ
ス
ト
等
の
山
岳
黨
が
一
時 

政
權
を
掌
振
し
だ
や
ぅ
な
も
の
；で
、
«
て
反
動
の
起
る 

可
き
は
豫
想
し
得
ら
る
>

け
れ
ゲ」

、
佛
國
革
命
べ
於
け 

る
が
如
く
、
ナ
。ホ
レ
オ
ン
の
出
現

^

期
待
す
る
は
、
不

I

 

’
當
の
觀
察
で
あ
ら
ぅ
。
反
動
の
潮
流
に
*

じ
て
、
：後
ろ 

に
S

力
を
控
へ
た
英
«

か
出
现
U

て
.、
亂
麻
.の
如
き
露j 

國
の
時
局
を
收
拾
す
る
の
期
は
來
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
其 

れ
は
淸
敎
徒
革
命
に
結
末
?:
與
.へ
た
モ
ン
ク
將
®

か
、

一
 

普
佛
戦
淨
後
巴
盟
自
治
閲
の
內
亂
を
鎭
厘
し
た
るマク
 

マ
ホ
ン
元
帥
以
上
の
人
物
で
は
あ
る
まS

ビ
思
は
る
。

, 

露
國
の
革
命
は
吾
蕺
が
多
大
の
注
意
を
以
て
觀
察
す
可..1 

き

今

度

の

大

戰

に

因

つ

て

生

^-
!
た

る

現

象

中

世

界

に

及

\ 

ぼ

す

影

響

の

最

も

大

な

る
出
來
事

で

あ

るo (

完)
_

.

滞
十】一

卷
.(

{
1
0七)

,-
-

雜

P
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命
の
傾
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思
想


